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損保ジャパンの戦略と展開
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1.  損保ジャパンの概要

損保ジャパンの株価推移損保ジャパンの株価推移

２０００年４月３日の損保ジャパン、および日経平均の株価を１００として、その後の推移を指数化
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1.  損保ジャパンの概要

損保ジャパンの会社概要損保ジャパンの会社概要

創業創業 １８８８年（明治２１年）１０月１８８８年（明治２１年）１０月

資本金資本金 ７００億円７００億円

総資産総資産 ６０，２９７億円６０，２９７億円

社員数社員数 １４，９０６名１４，９０６名

代理店数代理店数 ５７，４７５店５７，４７５店

営業網営業網
国内国内 ５１６５１６

海外海外 ４１４１

損害ｻｰﾋﾞｽ損害ｻｰﾋﾞｽ
ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸ

全国２３３か所全国２３３か所

損保ジャパン本社ビル

(注)営業網・損害ｻｰﾋﾞｽﾈｯﾄﾜｰｸは２００７年(平成１９年)７月１日現在、その他の数値は２００７年(平成１９年)３月末の数値です。

正味収入正味収入
保険料保険料

１３，６２７億円（単体ベース）１３，６２７億円（単体ベース）

自動車保険
6,669億円

48.9%
火災保険
1,488億円

10.9%

傷害保険
1,277億円

9.4%

自動車損害
賠償責任保険

2,327億円
17.1%

海上保険
310億円

2.3%

その他
1,555億円

11.4%

正味収入
保険料

13,627億円

自動車保険
6,669億円

48.9%
火災保険
1,488億円

10.9%

傷害保険
1,277億円

9.4%

自動車損害
賠償責任保険

2,327億円
17.1%

海上保険
310億円

2.3%

その他
1,555億円

11.4%

正味収入
保険料

13,627億円

ゴッホ「ひまわり」
損保ジャパン東郷青児美術館所蔵

（本社ビル４２階）



4

1.  損保ジャパンの概要

損保ジャパンの沿革損保ジャパンの沿革
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1.  損保ジャパンの概要

「損保ジャパン」の意味「損保ジャパン」の意味

シンボルマークの意味：愛称「ライジングＪシンボルマークの意味：愛称「ライジングＪ((ジェイジェイ))」」

損保ジャパンの社名・シンボルマークの意味損保ジャパンの社名・シンボルマークの意味

新しい時代にふさわしい損害保険会社を創造するという、統合に当たってのビジョンにより、

２１世紀の厳しい競争環境に勝ち抜く「強さ」を意思表示しました。

「ジャパン」には業界のトップを目指すのにふさわしい堂々としたイメージに加え、

国際的に通用するという視点を込めました。

また、「損保」という業態名を前に出し、広く皆様に「損保」という言葉に親しんでいただくことを意図しました。

日本と太陽を象徴した立体的な円に、ジャパンの「Ｊ」を重ね合わせ、

シンプルで力強く、日本を代表する損保の存在感を訴求しました。

「昇る太陽」を想定し、既成の価値へのあくなき挑戦を、夜明けのイメージと重ね合わせながら表現しています。

「Ｊ」の流麗な曲線は、新しい時代にしなやかに保険を変えていく躍動感を表しています。

コーポレートカラーは、トップを目指す意志を鮮烈に表現した「バーニングレッド」です。
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1.  損保ジャパンの概要

損保ジャパンの格付けとソルベンシー・マージン比率損保ジャパンの格付けとソルベンシー・マージン比率

Ａ＋Ａ＋ＡＡ..ＭＭ..ＢｅｓｔＢｅｓｔ

ＡＡ＋ＡＡ＋日本格付研究所日本格付研究所((ＪＣＲＪＣＲ))

ＡＡＡＡ格付投資情報センター格付投資情報センター((Ｒ＆ＩＲ＆Ｉ))

Ａａ３Ａａ３ムーディーズムーディーズ

ＡＡ－ＡＡ－スタンダード・アンド・プアーズスタンダード・アンド・プアーズ

ソルベンシー・マージン比率ソルベンシー・マージン比率

１，０１０．３％１，０１０．３％

格付け格付け （２００７年(平成１９年)１１月１日現在）

（２００７年(平成１９年)３月末）
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1.  損保ジャパンの概要

プロ(専業)
28.0%

ディーラー
18.5%

整備工場
11.2%

その他
自動車
関連
4.5%

企業関連
18.4%

金融機関
7.5%

官公庁・
各種団体

6.2%

その他
5.8%

損保ジャパンの国内ネットワーク損保ジャパンの国内ネットワーク

国内店舗国内店舗

合計
本部 １６
支店 ６０
営業部 ４５
営業課 ２００
支社 ２６０
営業所 ５６
サービスセンター部 ２４
サービスセンター ２３３

代理店代理店

(注)その他自動車関連：ガソリンスタンド、中古車販売業者など

２００６年度保険料におけるウエイト
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1.  損保ジャパンの概要

損害保険の申込み・事故の受付の流れ損害保険の申込み・事故の受付の流れ

損害保険の申込み損害保険の申込み

事故の受付事故の受付

損害保険会社

損害保険代理店 お客さま

募集

契約申込み
保険料

委託
代理店を通さない場合

(直接保険会社と契約する場合)

損害保険会社
（サービスセンター）

お客さま

事故のご連絡

保険金



9

1.1. 損保ジャパンの概要損保ジャパンの概要

3. 3. 損保ジャパンの経営戦略損保ジャパンの経営戦略

参考資料参考資料

2. 2. 日本の損害保険業界の将来性日本の損害保険業界の将来性



10

2.  日本の損害保険業界の将来性
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保険普及率（保険料収入／ＧＤＰ）

円の大きさは保険料収入を示す

損害保険普及率の国際比較損害保険普及率の国際比較

出典 : General Insurance in Japan Fact Book 2004-2005

新興国
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2.  日本の損害保険業界の将来性
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収支残率

出典：インシュアランス損保統計号

（年度）

日本の損害保険マーケットの収益性日本の損害保険マーケットの収益性

= 1- (損害率+事業費率)
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2.  日本の損害保険業界の将来性

2.0

3.5

5.0

6.5

8.0

200 250 300 350 400 450 500 550

FY94

FY03

FY01

FY81
FY82

FY84
FY83

FY87

FY86

FY85

FY90

FY89

FY88

FY04

FY95

FY93

FY92

FY91

FY99

FY98
FY00

FY97
FY96
FY02

FY05
FY06

保
険
料
（
兆
円
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出典：「名目ＧＤＰ」は内閣府経済社会総合研究所
「保険料」はインシュアランス損保統計号

名目GDP（前年度、兆円）

GDPの拡大

さらなる成長

損害保険料と名目ＧＤＰの相関損害保険料と名目ＧＤＰの相関

(注)保険料は正味収入保険料です。
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2.  日本の損害保険業界の将来性

2006年
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出典：総務省

人口動態人口動態
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2.  日本の損害保険業界の将来性

（16%）

（24%）
（23%）

（10%）

出典：国土交通省

（ ）内は2000年からの増加率

（18%）

自動車保有台数自動車保有台数

免許保有率の見通し



15

2.  日本の損害保険業界の将来性

（百万）

（年）

（倍）

出典：日本経済研究センター『日本経済活性化への課題』

■世帯数（左軸） □住宅戸数（左軸）

住宅戸数／世帯数 （右軸）

予測

世帯数と住宅戸数世帯数と住宅戸数
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2.  日本の損害保険業界の将来性

2,500

3,500

2001 2002 2003 2004 2005 2006

(万件)

出典：生命保険協会

3,5253,525万件万件

2,6342,634万件万件

医療保険・がん保険の保有契約件数医療保険・がん保険の保有契約件数

新たな成長分野新たな成長分野

2,000

3,000

4,000

5,000

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
出典：日本損害保険協会

賠償責任保険の保険料賠償責任保険の保険料
(億円)

2,9492,949億円億円

4,3694,369億円億円

(注)保険料は元受正味保険料です。
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2.  日本の損害保険業界の将来性

損保ジャパンの強み損保ジャパンの強み

・ニーズ細分型自動車保険・ニーズ細分型自動車保険『『ONEONE--ｄｏｄｏ』』
・終身医療保険・終身医療保険『『Ｄｒ．ジャパンＤｒ．ジャパン』』
・新・海外旅行保険・新・海外旅行保険【【ｏｆｆ！ｏｆｆ！】】

商品開発力商品開発力

・先進的な代理店システム、・先進的な代理店システム、
査定システム、社内システム査定システム、社内システム

・中期経営計画における４００億円の・中期経営計画における４００億円の
新規投資新規投資

システム構築力

・約５７，０００店の代理店・約５７，０００店の代理店
・全国５１６か所の営業ネットワーク・全国５１６か所の営業ネットワーク

販売基盤

・全国２３３か所のサービスセンター・全国２３３か所のサービスセンター
・８，６００人の専門スタッフによる対応・８，６００人の専門スタッフによる対応

査定網
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2.  日本の損害保険業界の将来性

損保業界のマーケットシェア損保業界のマーケットシェア

マーケットシェア増減マーケットシェア増減
(2000(2000～～20062006年度年度))

0.5%

0.4% 0.4%

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

損保ジャパン 東京海上
日動

三井住友
あいおい

▲0.2%

▲0.4%

▲0.1% ▲0.7%

▲0.6%

日本興亜

損保ジャパン 東京海上日動 三井住友 あいおい

日本興亜 ニッセイ同和 その他

20062006年度マーケットシェア年度マーケットシェア
（保険料：単体）（保険料：単体）

19.3%

26.7%

18.5%

12.0%

9.9%

4.7%

8.8%

(注)保険料は元受正味保険料です。
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3.  損保ジャパンの経営戦略

信頼回復から持続的成長へ信頼回復から持続的成長へ

規制の時代規制の時代 自由化の時代自由化の時代 業界再編の時代業界再編の時代

第第11ステージステージ 第第22ステージステージ 第第33ステージステージ 第第44ステージステージ

1996年度 2002年度 2006年度

2002年7月
損保ジャパン発足

新保険業法
施行

合従連衡
始まる

2006年5月
行政処分

前中期経営計画前中期経営計画
20022002～～20052005年度年度

損保ジャパン再生プラン損保ジャパン再生プラン
20062006～～20082008年度年度

2009年度

信頼回復・信頼回復・

再生の時代再生の時代
持続的成長へ持続的成長へ
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3.  損保ジャパンの経営戦略

11

22

33

44

「第一線のインフラ」確立による第一線の生産性向上と時間創造

国内事業リテール分野に注力

海外収益事業による収益貢献

生保事業・確定拠出年金（ＤＣ）事業への注力

中期経営計画における成長戦略中期経営計画における成長戦略

損保ジャパンの成長戦略損保ジャパンの成長戦略
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3.  損保ジャパンの経営戦略

代理店の品質向上代理店の品質向上

◆代理店の経営品質向上◆代理店の経営品質向上

・意向確認制度の活用による代理店の経営品質向上・意向確認制度の活用による代理店の経営品質向上

・代理店システムの充実と活用促進・代理店システムの充実と活用促進

サービスセンターの品質向上サービスセンターの品質向上

◆サービスセンター（保険金支払部門）＝商品・サービス力を具現化するもの◆サービスセンター（保険金支払部門）＝商品・サービス力を具現化するもの

・お客さま目線での風土・意識の改革・お客さま目線での風土・意識の改革

・営業とサービスセンターの連携による代理店の事故対応力の強化・営業とサービスセンターの連携による代理店の事故対応力の強化

品質向上の取り組み品質向上の取り組み

社内業務プロセスの品質向上社内業務プロセスの品質向上

◆お客さま目線に立った事務の品質向上◆お客さま目線に立った事務の品質向上

・リテールビジネスモデル革新プロジェクトによる新たな業務プロセスの構築・リテールビジネスモデル革新プロジェクトによる新たな業務プロセスの構築
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3.  損保ジャパンの経営戦略

『ＯＮＥ－Ｓｔｅｐ』のコンセプト

損保ジャパンの自動車保険ラインナップ

主に個人向け

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ユ
ー
ス お客さまの

声を形に

Ｓｏｍｐｏ－Ｊａｐａｎ Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ ａｕｔｏｍｏｂｉｌｅ ｉｎｓｕｒａｎｃｅ Ｐｏｌｉｃｙ

お客さま目線で「わかりやすさ」を追求した、個人（パーソナル/ファミリーユース）のお客さま専用の自動車保険
※『ＯＮＥ－Ｓｔｅｐ』の由来：複雑化してきた自動車保険から原点回帰し、真にお客さまに求められる自動車保険に生まれ変わって新たな一歩をふみ出す思いを込めて命名

これまで ～５商品～ 商品ラインナップを２商品に

主に個人向け

個人・法人向け

主に法人向け

リースカー専用

◇「保険のとりせつ」（証券）、ビジュアル約款、

動画コンテンツなど、わかりやすい商品説明資料
ツール

サービス

商品

◇ロードサービスを全契約付帯

◇宿泊・旅行など各種レジャーの優待サービス

◇個人のお客さま専用自動車保険

◇個人のお客さまに真に必要な補償にブラッシュアップ

特約数半減特約数半減 わかりやすい
商品説明資料

わかりやすい
商品説明資料

充実の
サービス

充実の
サービスＯＮＥ－ｄｏＯＮＥ－ｄｏ

ＯＮＥＯＮＥ

ＳＡＰＳＡＰ

ＴＥＮＴＥＮ

ＬＡＰＬＡＰ

自動車保険新商品の発売（自動車保険新商品の発売（20082008年年22月）月）
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3.  損保ジャパンの経営戦略

提携戦略提携戦略

自動車ディーラー自動車ディーラー

金融機関金融機関

第一生命第一生命

日本郵政日本郵政

◆メーカーとの提携による自動車保険の拡販◆メーカーとの提携による自動車保険の拡販

・系列ディーラーにおける自動車保険の拡販・系列ディーラーにおける自動車保険の拡販

・商品・システム・コールセンター機能の強化・商品・システム・コールセンター機能の強化

◆包括業務提携による◆包括業務提携による

「最強・最優の生損総合保険グループ」の形成「最強・最優の生損総合保険グループ」の形成

・双方のお客さまへの生損保クロスセル・双方のお客さまへの生損保クロスセル

・商品の相互供給・商品の相互供給

◆さらなる成長が予想される金融機関チャネルで◆さらなる成長が予想される金融機関チャネルで

当社シェアを拡大当社シェアを拡大

・・20072007年年1212月、金融機関窓販の全面解禁月、金融機関窓販の全面解禁

・当社の強みは多くの金融機関との提携実績、・当社の強みは多くの金融機関との提携実績、

特に、地銀・信金との関係が深い特に、地銀・信金との関係が深い

◆郵政民営化により、◆郵政民営化により、

当社グループのビジネスチャンス拡大当社グループのビジネスチャンス拡大

・生損保商品採用に向けて提案強化・生損保商品採用に向けて提案強化

・・20072007年年1010月より、郵便局会社において月より、郵便局会社において

自動車保険の販売を開始自動車保険の販売を開始
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3.  損保ジャパンの経営戦略

主要なグループ会社主要なグループ会社

損保ジャパンひまわり生命損保ジャパンひまわり生命

損保ジャパンＤＩＹ生命損保ジャパンＤＩＹ生命

損
保
ジ
ャ
パ
ン

損
保
ジ
ャ
パ
ン

損害保険事業損害保険事業

生命保険事業生命保険事業

確定拠出年金事業確定拠出年金事業

投信・投資顧問事業投信・投資顧問事業

損保ジャパンアメリカ損保ジャパンアメリカ

損保ジャパンヨーロッパ損保ジャパンヨーロッパ

損保ジャパンチャイナ損保ジャパンチャイナ

損保ジャパンアジア損保ジャパンアジア

南米安田南米安田

損保ジャパンＤＣ証券損保ジャパンＤＣ証券

損保ジャパン・アセットマネジメント損保ジャパン・アセットマネジメント
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3.  損保ジャパンの経営戦略

ダイレクト独自チャネルの活用生損保クロスセル

チャネルチャネル

商品商品

マーケットマーケット

ひまわり生命ひまわり生命 ＤＩＹ生命ＤＩＹ生命

損保代理店

ひまわり独自
代理店

（税理士・
会計士）

ライフ
カウンセラー

ダイレクト販売

第一分野
第三分野

定期保険 終身保険 1年組立保険

損保ジャパンのお客さま
約1,400万人

中小企業 個人 個人

第一生命第一生命

定期保険
終身保険

ビークルビークル

生保事業生保事業
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3.  損保ジャパンの経営戦略

確定拠出年金・アセットマネジメント事業確定拠出年金・アセットマネジメント事業

損保ジャパンＤＣ証券損保ジャパンＤＣ証券

損保ジャパン・アセットマネジメント損保ジャパン・アセットマネジメント

投資信託投資信託 純資産残高純資産残高

個人型 ： 累計加入者数 シェア ２２．０％ 第１位（推定）

企業型 ： 累計規約承認件数 シェア １２．６％ 第２位（推定）

3,600

2,829
2,383

1,085

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2004 2005 2006 2007

(億円)
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3.  損保ジャパンの経営戦略

海外事業海外事業

■ブラジル■ブラジル

・現地ローカル引受を中心に・現地ローカル引受を中心に
約約5050年の営業実績年の営業実績

・現地におけるプレゼンスの・現地におけるプレゼンスの
維持・向上に注力維持・向上に注力

■インド■インド

・現地の国営・民間銀行・現地の国営・民間銀行33行行
などと共同出資の保険会社などと共同出資の保険会社
を設立し、年内開業予定を設立し、年内開業予定

・ローカルのリテール分野での・ローカルのリテール分野での
事業展開を目指す事業展開を目指す

■ロシア■ロシア

・・20052005年年1212月にモスクワ駐在員月にモスクワ駐在員
事務所を設立事務所を設立

・現地大手保険会社との提携・現地大手保険会社との提携
を推進を推進

■中国■中国

・・20052005年年66月に日系損保として月に日系損保として
唯一の現地法人を大連に設立唯一の現地法人を大連に設立

・上記現法にて上海支店・上記現法にて上海支店1010月開業、月開業、

さらなる支店設立を推進さらなる支店設立を推進

・香港についても経営資源を投入・香港についても経営資源を投入

■アセアン■アセアン

・アセアン各国にて取り組み強化・アセアン各国にて取り組み強化
特にタイ、マレーシアを重点地域特にタイ、マレーシアを重点地域
として経営資源を投入として経営資源を投入

・・20072007年年11月に出資した月に出資した
マレーシアのベルジャヤソンポ社のマレーシアのベルジャヤソンポ社の
営業を本格展開営業を本格展開
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3.  損保ジャパンの経営戦略

中期的に目指す姿中期的に目指す姿

20102010年度年度

国内損保国内損保
資産運用資産運用

60%60%

国内生保国内生保
35%35%

その他その他
2%2%

利益ベース事業ポートフォリオ利益ベース事業ポートフォリオ

20062006年度年度 20082008年度年度

時間時間

利利
益益

資産運用資産運用

損害保険事業損害保険事業

20102010年度年度

ヘルスケア事業等フィービジネスヘルスケア事業等フィービジネス

海外事業海外事業

ＤＣ・ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業ＤＣ・ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

生命保険事業生命保険事業

海外海外
3%3%

ひまわり生命は、修正ＥＶ増加額ベース（注）。

その他は、当期純利益ベース。

（注）ＥＶ増加額から、①金利変動、②割引率変動、

③増資・株主配当、の影響を控除したもの。
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3.  損保ジャパンの経営戦略

9.5%

10 .9%

13 .0%

0%

5%

10%

15%

20%

2005 2006 2007 2008 2009 2010

14 ,500

13 ,870
13 ,627

13 ,709

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

2005 2006 2007 2008

目標とする経営指標目標とする経営指標

（業績予想） （目標） （目標）

連結当期純利益－連結株式・不動産の売却損益・評価損（税引後）

（連結純資産－株式含み損益（税引後））平均残高

正味収入保険料正味収入保険料
(億円)

連結修正ＲＯＥ連結修正ＲＯＥ
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3.  損保ジャパンの経営戦略

16
13

9

0

5

10

15

20

2004 2005 2006

株主還元の充実株主還元の充実

株主還元は配当を中心とし実額の安定的な増加を図る株主還元は配当を中心とし実額の安定的な増加を図る

連結純資産配当率（ＤＯＥ）連結純資産配当率（ＤＯＥ） ２％２％
<参考>２００６年度 １．１％

(円)

＜1株当たり配当金＞

3円増配

株主優待株主優待

目標目標

「損保ジャパン東郷青児美術館」無料招待券２枚「損保ジャパン東郷青児美術館」無料招待券２枚
「損保ジャパン東郷青児美術館」オリジナルグッズ「損保ジャパン東郷青児美術館」オリジナルグッズ
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3.  損保ジャパンの経営戦略

損保ジャパンのＣＳＲ活動損保ジャパンのＣＳＲ活動

お客様の期待を絶えず上回るサービスの提供

損保ジャパンの企業価値向上損保ジャパンの企業価値向上

お客様満足お客様満足
（（CSCS））

従業員満足従業員満足
（（ESES））

好循環

満足を超える感動 支持支持

人間
尊重

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の活性化

ＣＳＲの取り組みＣＳＲの取り組み（全員参加、地道・継続、自主性）（全員参加、地道・継続、自主性）

ｺﾝﾌﾟﾗｲ
ｱﾝｽ

環境
社会
貢献

ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

社員と共に成長する企業

自己実現

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
との対話

損保ジャパン
ＣＳＲコミュニケーションサイト

http://sompo-japan.stadiams.jp

ステークホルダーとの、ＷＥＢでの継続的な
双方向対話を可能にする専用サイト
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1.1. 損保ジャパンの概要損保ジャパンの概要

3. 3. 損保ジャパンの経営戦略損保ジャパンの経営戦略

参考資料参考資料

2. 2. 日本の損害保険業界の将来性日本の損害保険業界の将来性



34

参考資料

18,790

19 ,314
18 ,998 19 ,015

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

2004 2005 2006 2007

＜参考＞＜参考＞過去の業績推移・過去の業績推移・20072007年度見込み年度見込み ((単位：億円単位：億円))

連連

結結

単単

体体
13,870

13 ,70913 ,519 13 ,627

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

2004 2005 2006 2007

800
742

1 ,1 42

917

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2004 2005 2006 2007

490

568

678

481

0

200

400

600

800

2004 2005 2006 2007

経常収益経常収益

正味収入保険料正味収入保険料

950

692

1 ,1 48 1 ,105

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2004 2005 2006 2007

590

517

673
619

0

200

400

600

800

2004 2005 2006 2007

経常利益経常利益 当期純利益当期純利益

経常利益経常利益 当期純利益当期純利益
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参考資料

＜参考＞＜参考＞自然災害自然災害

出典：日本損害保険協会
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参考資料

＜参考＞損害保険会社の決算の仕組み①＜参考＞損害保険会社の決算の仕組み①

(＋)正味収入保険料 (＋)売上高

営業利益営業利益保険引受利益保険引受利益

(±)営業外収益・費用

経常利益経常利益

((－－))支払備金・責任準備金繰入支払備金・責任準備金繰入

(±)資産運用収益・費用

(±)その他収益・費用

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

損害保険会社損害保険会社 一般事業会社一般事業会社

当期純利益当期純利益

(－)営業費及び一般管理費

(－)正味支払保険金

(－)諸手数料及び集金費 (－)販売費及び一般管理費

(－)売上原価
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参考資料

＜参考＞損害保険会社の決算の仕組み②＜参考＞損害保険会社の決算の仕組み②

支払備金支払備金

責任準備金責任準備金

事故は発生しているが、まだ報告を受けていない保険金

損益ゼロの原則に基づいて、積み立てる準備金

支払備金・責任準備金支払備金・責任準備金
売上高に相当する保険料が先に確定し、
売上原価に相当する保険金は後から支払うことになるため、
期間損益の正確な把握や保険金の支払資金確保のために積み立てる

普通支払備金普通支払備金

ＩＢＮＲ備金ＩＢＮＲ備金

事故の報告は受けているが、まだ支出していない保険金

普通責任準備金普通責任準備金
決算日に満期が到来していない契約について、

保険責任が経過していない部分に対する保険料

払戻積立金払戻積立金
契約者配当準備金契約者配当準備金

積立保険の返戻金や契約者配当の支払に備えるために

積み立てる準備金

異常危険準備金異常危険準備金

地震保険・地震保険・

自賠責保険の自賠責保険の
責任準備金責任準備金

台風などの巨大災害に備えるために積み立てる準備金
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参考資料

＜参考＞＜参考＞損保業界の再編損保業界の再編

安田火災安田火災

日産火災日産火災

大成火災大成火災

東京海上東京海上

日動火災日動火災

三井海上三井海上

第一ライフ第一ライフ

住友海上住友海上

損保ジャパン損保ジャパン
２００２年４月 ２００２年１２月

三井住友海上三井住友海上

２００１年１０月

ミレアＨＤミレアＨＤ ２００４年１０月

２００２年４月

日本火災日本火災

興亜火災興亜火災

日本興亜日本興亜
２００１年４月

太陽火災太陽火災

２００２年４月

大東京火災大東京火災

千代田火災千代田火災

あいおいあいおい
２００１年４月

２００２年７月

損保ジャパン損保ジャパン

ミレアＨＤミレアＨＤ

三井住友海上三井住友海上

日本興亜日本興亜

あいおいあいおい

東京海上日動東京海上日動
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参考資料

＜参考＞＜参考＞ホームページのご案内ホームページのご案内

ホームページ「株主・投資家の皆さま」のご案内ホームページ「株主・投資家の皆さま」のご案内
→ http://www.sompo-japan.co.jp/ir/index.html

◆掲載メニュー

・ＩＲニュース

・株価・株式・格付け情報

・ＩＲ資料

・ＩＲイベントスケジュール

・財務情報

・株主総会

・株式事務のご案内

投資家の皆さまに向けて、当社の情報を早く正確にお知らせするために、開設しています。
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■ ご注意
本資料に記載された内容のうち、歴史的事実以外の内容については、資料作成時点における把握可能な情報から得られた
損保ジャパンの判断に基づく予想および見通しであります。
これら予想および見通しは、将来の業績等が記載された内容通りに達成されることを当社が保証するものではなく、
実際の業績等は、様々な不確定要因により、これら予想から大きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。


